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ま え が き 

 

大企業に比べ資本や設備に乏しい中小企業では、様々な環境変化に適応し経営の維持発展

を図っていく上で、経営者も含めた就業者個々人のスキル・ノウハウのあり様がより大きな

比重を占めている。しかしながら、実際には時間的・資源的制約や、ノウハウの不足などか

ら中小企業における人材育成・能力開発は不十分なものになりがちで、中小企業の現状や今

後の活動の方向性に即した政策的支援の必要性が高い 

こうした問題意識を踏まえて、労働政策研究・研修機構内に設けられた調査研究プロジェ

クト『中小企業における人材育能力開発・人材育成』（主査：佐藤厚法政大学キャリアデザイ

ン学部教授）では、中小企業の中でもサービス業に該当する主要な業種の企業と従業員を対

象としたアンケート調査やインタビュー調査を通じて、①企業における人材の確保や評価・

処遇、教育訓練の内容など、人材の育成とキャリア形成に関わる取組みの現状、②勤務する

従業員が勤務先の能力開発をどのように認識・評価し、また自身の能力開発に対していかな

るニーズをもっているか、といった点を捉えようとした。本書では、アンケート調査結果を

業種別、従業員規模別に集計することで人材育成・能力開発における業種間、従業員規模間

の異同を示し、各業種の特徴や、従業員規模による影響について明らかにしている。 

本書を作成するにあたって、アンケート調査ならびにインタビュー調査にご協力いただい

た企業および従業員の方々には、この場を借りて厚く御礼申し上げたい。 

本書が企業経営者、労働者、組合関係者、政策担当者をはじめ、中小サービス業における人

材の育成、能力開発に関心がある方々に資するところがあれば幸いである。 

 

2010 年 7 月 

独立行政法人 労働政策研究･研修機構 

理事長  稲  上   毅 



 

 

執筆担当者（執筆順、肩書きは 2010 年 7 月時点のもの） 
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